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　今年も，学生フォーミュラ大会が近づいてきました．　
日時は 9/13 （水）～ 9/16 （土）で，　大まかなスケジュールは以下の通りです．
　　13（水）車検，コスト・デザイン審査など
　　14（木）直線加速，8の字旋回，コース1周走行競技
　　15（金）エンデュランス走行
　　16（土）エンデュランス走行（午前），表彰式など（午後）
詳しくは大会プログラム（下記URLよりダウンロード可能）をご覧下さい．

大会プログラム： http://www.jsae.or.jp/formula/jp/4th/program.html
大会ホームページ： http://www.jsae.or.jp/formula/jp/

　エンデュランスは 2 日間にわたってプログラムされており，　前日までの成績が
良かったチームから走り始めます．　従いまして，　ハイレベルな走行が見られるの
は 15 日となります．　上位入賞を目指す京大チームＫＡＲＴは 15 日中に走行す
る予定！！です．

会場は小笠山総合運動公園    （ http://www.ecopa.jp/ ）
JR東海道本線愛野駅から徒歩 15 分
東名高速道路の掛川インターチェンジから 8 分

で， アクセスも例年より格段によくなってきます．　子供
さん，ご家族をつれて，遊び気分がてら，　応援にきてく
ださい．
なお， 応援に来て頂いた際は，　是非，　京大のテントと
捜していただき，　お立ち寄りください．
今年は，　京機会でＫＡＲＴ応援傘を準備する予定ですの
で，　応援メッセージを書いてください．

京大チームの応援に行こう！京大チームの応援に行こう！京大チームの応援に行こう！京大チームの応援に行こう！京大チームの応援に行こう！

第4回全日本学生学生フォーミュラのご案内

京都大学大学院 工学研究科　松原　厚，　横小路　泰義
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　京都のお盆の行事としては、大文字の送り火が有名ですが、 京都から若狭の山間
にはこの時期、ほかの行事が続きます。　京都市左京区広河原。　左京区と言っても
大学から車で１時間半、鞍馬から花瀬峠を越え、さらに走った山の中です。

広河原の松上げ広河原の松上げ広河原の松上げ広河原の松上げ広河原の松上げ
京都にいても知らない人が多い京のお盆の紹介

　８月２４日夜８時３０分、河原や畦道に差し込んだ約千本の松明が山間の谷を埋め
ます。　結構、幽玄な景色です。
　河原の広場に立っている２０メートル以上もある櫓のような大傘の天辺へ、直径約
１０センチ、長さ２０センチほどの松明の後ろが１メートル弱の紐になっているもの
に火を付け、投石機の要領で男どもが投げ上げて大
傘を燃やします。　うまく火を付けられないと凶作
になるというので、この結構難しい松上げを必死で

やります。　大傘が
良く燃えるとこれを
引き倒し、そこに男
ども６、７人が一丸
で一本の大竹を担い
で突進し、火に突き
刺し、火を振り上げます。　うまく行くと、２０メー
トル程の高さの火炎が舞い上がります。　２、３チー
ムでこの火演を競い合って夜が更けます。
　四方から上がる火が弧を描き、交錯して夜空を焦が
す勇壮な、精霊送りと火災予防、農作物の豊作を祈願
する火の祭典です。

京都大学大学院 工学研究科　久保　愛三
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新任教授・研究室紹介
氏名：中部 主敬
１．所属および職名
　機械理工学専攻 機械力学講座 熱材料力学分野 教授
２．専門分野
　伝熱工学，燃焼工学，熱流体計測

　この度，平成18年4月1日付けで大阪府立大学工学研究科から本学機械理工学専攻
熱材料力学分野に教授として着任しました．
　私の出身は大阪で，昭和56年に本学機械工学科を卒業，昭和58年に同大学院機械
工学専攻修士課程を修了しました．当事在籍していた研究室は佐藤俊教授（名誉教
授・故人）の研究室です．
　修士修了後，直ちに，大阪大学工学部助手として水谷幸夫教授（現名誉教授）の研
究室に赴任し，平成3年に「液体燃料噴霧の燃焼特性と火炎構造に関する研究」で大
阪大学にて工学博士を取得しました．その後，平成6年に本学機械工学専攻助教授と
して鈴木健二郎教授（現名誉教授）の研究室に赴任し，本学に戻ることができました
が，平成14年には大阪府立大学工学研究科エネルギー機械工学分野教授として，再
び本学を離れました．離れるに際しては二度とも，元に戻れることを予期していませ
んでしたので，今回，再び本学に戻り，母校で研究，教育に専心できることを大変有
り難く思っています．また，これまでの異動先大学はいずれも自宅からそう遠くない
距離に位置し，引っ越す必要のなかったことは，家族の生活にとって幸運でした．
　現在，研究室のスタッフは私に加えて，私と同時に大阪府立大学から赴任した巽和
也助手（H9本学機械工学科卒業，H11同大学院修士修了，H15同博士修了，博士（工
学））の2名です．また，研究室に所属する学生は修士2年生3名，同1年生3名，学
部4年生4名の総勢10名です．博士課程の学生は現在のところ居ません．なお，修士
1年生の研究室配属が赴任前に決定されていたことは，スムーズな研究室の立ち上げ
となり，改めて感謝しています．また，修士2年生は全員，大阪府立大学大学院所属
の学生ですが，両大学間の「特別研究学生交流に関する協定」を締結の上，それに則っ
て，私の研究室で研究を継続しています．彼らが1年生のうちに修士論文に関する単
位以外の，修了に要する科目単位数を既得していることも幸いしています．
　現在行っている研究は，噴流や管内流などを対象とした熱流体混合と固体－流体界
面における熱移動についての現象解明や制御技術に関する基礎的研究と，分散発電用
マイクロガスタービン，小型燃料改質器，超小型熱交換器などのエネルギー機器に関
する要素技術の高度化，高性能化や，高度医療技術への応用展開も指向した超小型熱
流体デバイスの開発と計測技術などに関する応用研究に大別できますが，その詳細は
文末にポスター（今夏のオープンキャンパス実施時に利用）を添付しましたので，参
照下さい．
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　今回の異動時期は所属の両大学がともに大学法人化と組織改変を実施する目まぐる
しい動きの最中でもあり，当時の専攻長の先生方を始め，様々に支えて下さった方々
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にこの場をお借りして感謝申し上げるとともに，決意も新たに更なる研究，教育に邁
進致したく，今後ともどうぞ宜しくお願い申し上げます．



- 6 -

　日本の循環型社会基本法では、循環型社会とは、天然資源の消費抑制と環境負荷低
減のために、製品が廃棄物になることを抑制し、廃棄物になった場合はこれを循環資
源として利用し、利用できなくなったら適性に処分する社会である、と定義されてい
る。　第一に廃棄物を出さない、第二に出てしまった廃棄物はリサイクルする、第三
にどうしてもリサイクルできない廃棄物は適性処分するという三つの柱は、その優先
順位も含めて、ハーマン=デイリーの提唱する持続可能なための環境的条件(拙稿2、
京機短信 No.15 )を満たすために極めて正しい方向だが、法制化はこの逆の順序に
なっている。　すなわち、最初に出来たのは 1970 年頃の廃棄物処理法で、容器包
装、家電、自動車、食品、建設など個別のリサイクル法が施行されたのはここ 10 年
ほどの間である。最も優先度の高い廃棄物を出さないことに関しては、副産物として
の汚染物排出規制を除けば、大量生産・大量消費社会の根幹に関わり、産業経済への
影響が非常に大きいためか、具体的な法律はまだ現れていない。したがって、循環型
社会の主要な内容は、その名称が示すように、実質的には優先順位第二位のリサイク
ルである。　リサイクルは資源の節約になると素朴に信じられ、民間でもリサイクル
活動は比較的活発である。

　人間の身体を保つ新陳代謝が循環器系による物質移動で行われているように、地球
環境ももともと自然の循環によって維持されている。　環境保護とは自然の循環能力
を保護することだとも言える。　水や大気が新鮮であるのは地球規模の大循環がある
からであり、土地の生産力は、物質循環によって保たれる。　生態系の維持において
は、生命に必要なリンや種々なミネラル分が、鳥や魚によって海から陸へ、平地から
山地へと戻されることが大きく貢献している。　したがって、本来の循環型社会とは、
物質が製品の中を循環することだけでなく、物質が元の場所に戻ること、或いは土地
に還ることも重要な意味を持つ。　特に農業にとっては、食品廃棄物を他の商品や肥
料に再生するだけでなく、排泄物まで含めて元の土地への戻すことが理想的な循環で
ある。その土地の有機栽培で採れた食糧をその土地で消費する「地産地消」の活動は、
このような循環を目指したものだが、全国的に見ると、農業はますます国際化し、循
環型からは遠ざかっている。　この意味で、循環型社会基本法の理念も、まだ本来の
循環型社会の一部分に過ぎない。

今、今、今、今、今、技術を考える技術を考える技術を考える技術を考える技術を考える その 33【【【【【連連連連連載載載載載寄寄寄寄寄稿稿稿稿稿】】】】】

石田靖彦    1964 年卒
<isiyas@aa.bb-east.ne.jp>

16 16 16 16 16 　リサイクルと資源問題　リサイクルと資源問題　リサイクルと資源問題　リサイクルと資源問題　リサイクルと資源問題



- 7 -

　リサイクル、特に紙やプラスチックのリサイクルは環境保護に役立たないという議
論をしばしば耳にするが1、これは直感的にも理解できる。紙の原料は再生可能な植
物だから、わざわざ非再生可能な化石燃料を余計に使って品質の劣る原料に再生する
のは、森林保護のためとはいえ、持続可能性の考えからは問題が残る。　再生紙は、
エネルギーの安い現在ですらコスト高になるのだから、エネルギー不足の時代になれ
ばなおさら不利になろう。　森林保護のためならば、化石燃料を投じて再生紙を造る
ことでなく、紙の使用を減らし、天然林の伐採を制限し、間伐材や木材屑による製紙、
或いは製紙用植物の栽培に努力することが本筋である。　また、プラスチックはもと
もと石油から造られているから、使い終れば燃料にすればよいのであって、その再生、
しかも品質が劣り結局はなくてもいいような製品に再生するために余分な石油を使う
のは、資源浪費の感を免れない。　もちろん、燃焼させる際には、ダイオキシンのよ
うな有害物の排出防止が必要なことは言うまでもない。

　金属は、一部は土壌に溶け込んで生命に必要な元素になっているが、それは極めて
微量である。同種の金属でも、製品の廃棄物は土壌に同化せず、土地の生産力回復に
もならない。　したがって、金属のリサイクルはもちろん有意義だが、廃棄物を元の
鉱山に戻すことには意味がなく、製品から製品へのリサイクルを考えればよい。では、
金属のリサイクルは本当に金属資源の不足を緩和し、環境負担を軽減することになる
だろうか。　廃物は捨てればゴミだが、見方を変えれば資源だというのがリサイクル
促進の合言葉である。江戸時代は模範的な循環型社会だったとよく言われる。　ただ
し江戸時代は現在と違って、廃物の収集がすべて人力であり、排泄物は土地に返して
自然の力でリサイクルした。　金属は種類が少なく使用法が単純だったため回収にも
再生にもあまり多くのエネルギーは必要なかった。　現在では大量の金属が多種多様
な合金にされ、広く分散して使用されているので、廃物は必ずしも天然の鉱山に比べ
て資源としての品位が優れておらず、場合によっては回収と再生に天然鉱石の使用以
上に多量のエネルギーを消費する可能性がある。　多くの金属は天然鉱石から精錬す
るよりもリサイクルの方が生産エネルギーが小さいと言われるが、末端のゴミ箱から
再生工場までの回収エネルギー、および細かな部品を分解・分別するエネルギーはど
こまでその計算に含まれているだろうか。　アメリカの値だが、金属のリサイクル率
は銅 30% 、アルミ 36% 、鉛 84% 、亜鉛 25% 、ニッケル 39% 、鉄鋼 51% などと
なっている2。　このリサイクル率は、再生量(金属屑からの生産量)を金属の供給量
(再生量＋新規生産量＋輸入量－輸出量)で割ったものである。　鉛のリサイクル率が
比較的高いのは、鉛の用途の大部分が自動車用鉛蓄電池であるため回収も分離も比較
的容易であるからだと説明されている。　逆に言えば、他の金属のリサイクル率が低
いのは、回収も再生も困難なため高価になってしまうことを表している。　高価とい
うことは、その原因をたどれば、結局はエネルギーが余計に必要であることに帰する。
人力もエネルギーである。　単価の高い人力エネルギーに頼らないように回収や再生
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に機械を使用すれば、それ以上に多くのエネルギーが必要になるであろう。　精錬に
多大な電力を要するアルミはリサイクル効果が最も高い金属で、リサイクルすれば
ボーキサイトから精錬するエネルギーの僅か数%ですむそうだが、その割にリサイク
ル率が低い。　その理由は、やはり節減できる電力料金より回収再生費用の方が高い
からに他ならない。　2004 年アメリカのアルミ缶の回収率は 51.2% (日本は86.1%
)、そのうち再びアルミ缶に再生されたのは 61.7% (日本)となっている3。　比較的
高い回収率だが、このリサイクルされた部分というのは、消費者や自治体による回収
の労力や消費エネルギーをアルミ生産企業が負担せずにすんだ部分であろう。　この
回収のために実際に消費されたエネルギーはかなり大きいかも知れない。

【処理要領】

宛先は京機会の e-mail：　jimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jp   です。
　内容的にＯＫの寄稿については、記事を「京機短信」の所定ページに収めるための
編修的修正をエディターが勝手に行います。　ページに収めるための大きさの修正が
難しい原稿は自動的に掲載が遅れ、あるいは，掲載不能となります。　発行までの時
間的制約、ボランティアとしての編集実務負荷の限界のため、原則として、発行前の
著者へのゲラプルーフは行いません。

京京京京京機機機機機短短短短短信信信信信へへへへへののののの寄寄寄寄寄稿稿稿稿稿、、、、、　　　　　宜宜宜宜宜しししししくくくくくおおおおお願願願願願いいいいい申申申申申ししししし上上上上上げげげげげままままますすすすす

1 例えば武田邦彦「リサイクル幻想」文春新書
2 USGS(U.S. Geological Survey)  Minerals Yearbook 2004
3 前掲Minerals Yearbookおよび日本アルミ缶リサイクル協会


